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色合わせ技術の合理化研究（第 5報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 繊維工業指導所
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小林  敏弘

技術指導部  望月  政夫

1．  緒  言

 染色の色合わせ技術は経験と勘に依存しているため，妥協しがちであり， また，能力に個人差があ

って後継者の養成も困難である。

  そのため，合理的な色合わせ方法の開発研究を行っている。染色後継者を対象に研究会を開催して

色合わせ技術の指導を行っているので， その方法について報告する。

2．実験方法

2．  1  予め見本色を研究会員（8名）に配布する。研究会当日に， 各自の所有しているデータで予

測したレサイプを作成してくる。

2．  2  同一見本色を当所が開発した方法で，  レサイプを下記のように作成する。

1）  見本色の近似色デ一夕を検索する。  （表 1，表 5）

2）  近似色データを目標色のデ一夕と一致させるための自動修正を行う。即ち，近似色と目標色の

測色値（明度，彩度，色相）を一致させるために，近似色の染色濃度と配合比率を自動的に修正す

る。  （表 2，表 6）

3）  予測レサイプ（CCM レサイプ）を作成する。  （表 3，表 7）

4）  染料秤量のレサイプを作成する。  （表 4，表 8）

2．  3  各自の予測レサイプと CCM 予測レサイプを試染する。

2．  4  両者の試染物を測色し， その結果を比較する。

2．  5  測色法

1）  測色計････････色彩色差計 CR－200（ミノル夕（株） ）

2）  測色値････････明度（L） ，彩度（C） ，色相（H） ，色差（△E）

2．  6  染色再現性を確認するため，見本 1色につき 4名が試染する。

3．  結果及ぴ考察

1）  色見本 Aおよび Bに対する会員の自己予測と CCM 予測の試染結果は表 9，表 10の通り。

2）  試染者（氏名の代わりに番号で示す）8名の自己予測は，個人差のあることがわかる。

3）  CCM 予測の方が自己予測より色合わせが良好である。  （色差が小さい程良いことを示す。）
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4）  染色再現性を調ベるため，今回は見本 1色にっき 4名の会員が試染したが，試染者 No．2は不

良であった。これは秤量ミスの危険性を示している。

しかし，三原色による色合わせ方法に比ベると， その危険性は小さいと言えよう。

4．  結 言

 色見本 Aおよび Bの 2例について報告したが，平成元年度の研究会では 42色の見本について予測試

験を行っている。この指導により，下記の成果が得られた。

1）  当所が開発した技術を利用すれば，色合わせが迅速且つ正確であることが理解された。

2）  自己予測では個人差があるものの，良い意味での競争意識が慟き，色合わせ技術が向上した。

3）  全員が未経験であったパソコンに対して，研究会開催当初に比ベると抵抗感が無くなった。

4）  予測レサイプは試染によって確認するのが原則であるが， この工程を省略するため，色彩見本

帳を会員が協力して作成している。
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